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５５５５ 有明海有明海有明海有明海のののの再生再生再生再生にににに向向向向けてけてけてけて

（（（（１１１１））））現状現状現状現状

18年度のノリ養殖は、秋芽、冷凍生産とも順調に推移し、15億枚（平年比111％）とい

う平年を上回る生産状況でした。

アサリやタイラギ等の二枚貝資源も増加するなど覆砂した干潟域を中心に資源回復が進

んでいます。

現在、県では有明海再生に向けて漁場環境変化の原因究明や漁場環境の改善・保全、ノ

リの販売強化、組織再編等様々な課題に対して研究や事業を実施しています。

（（（（２２２２））））対策対策対策対策

■■■■漁場環境変化漁場環境変化漁場環境変化漁場環境変化のののの原因究明原因究明原因究明原因究明

県では有明海沿岸県や国と協力して、有明海の環境調査を実施しています。県独自で

も、ノリの色落ち原因となる珪藻プランクトンの動態やタイラギの資源減少要因の解明

等に取り組んでいます。これらの調査結果から、貧酸素水塊の出現や赤潮の発生機構等

がしだいに明らかになっています。

■■■■漁場環境漁場環境漁場環境漁場環境のののの改善改善改善改善・・・・保全保全保全保全

○○○○覆砂事業覆砂事業覆砂事業覆砂事業によるによるによるによる底質底質底質底質のののの改善改善改善改善

底質の改善と海域の環境保全を図るため、浮泥等が堆積し生産力が低下した漁場に覆

砂（砂をまく）事業を大規模に実施しています。覆砂漁場では、二枚貝を中心に以下の

ような資源の回復が認められています。

・・・・タイラギタイラギタイラギタイラギ潜水器漁業潜水器漁業潜水器漁業潜水器漁業がががが再開再開再開再開

18年度は、覆砂した漁場を中心とした

干潟域での「徒取り」では、190ｔのタ
か ち ど

イラギが漁獲されました。さらに、沖合

の潜水器漁場においてもタイラギの生息

が確認され、15年度以来、３年ぶりにタ

イラギ潜水器漁業が再開され、漁期間中、

延べ約1,000隻の漁船が操業し、215ｔの

タイラギを漁獲しました。タイラギの漁

獲量は、合計で405ｔとなり、10年度漁

期以来の400t を超える漁獲状況となりま

した。 再開した潜水器漁業の様子

主要施策主要施策主要施策主要施策のののの展開展開展開展開
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・・・・アサリアサリアサリアサリ漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量がががが大幅大幅大幅大幅にににに増大増大増大増大

アサリの漁獲量は、近年１千トンを下回る状況で

ありましたが、18年には過去10年間で最高の約６千

トンのアサリの漁獲があり、有明海の干潟はアサリ

漁を行う漁業者で活気づいています。

県では、覆砂による漁場環境の改善をさらに進め

るとともに、貴重なアサリ資源を有効に活用するた

め、資源管理や福岡有明海産アサリの単価向上に向

けた取り組みを進めていきます。（9ページ参照）

○○○○森林森林森林森林のののの機能向上機能向上機能向上機能向上

有明海へ流入する河川流域の森林において、河川流量の安定、水質の浄化などの機

能が持続的に発揮されるよう、植林や下草刈りなど漁業者が参加する森林づくりを推

進しています。

■■■■ノリノリノリノリ養殖養殖養殖養殖のののの生産安定生産安定生産安定生産安定

○○○○ノリノリノリノリのののの新品種新品種新品種新品種とととと品種識別技術品種識別技術品種識別技術品種識別技術のののの開発開発開発開発

バイオテクノロジーを利用し、色落ちに強い品種や高水温でも育つ品種の開発や品

種の保護を目的としたＤＮＡ解析による品種識別技術の開発に取り組んでいます。

○○○○養殖管理技術養殖管理技術養殖管理技術養殖管理技術のののの改善改善改善改善とととと開発開発開発開発

ノリ漁場内の潮の流れをよくして、高品質なノリを生産するため、漁場に設置する

網の方向を変える、網と網の間隔を広げるなどの養殖管理技術の改善に取り組んでい

ます。また、酸処理剤の使用量が少なくなるような養殖管理技術の開発にも取り組ん

でいます。

○○○○ノリノリノリノリ養殖漁家養殖漁家養殖漁家養殖漁家のののの経営強化経営強化経営強化経営強化

生産コストの低減や労働の軽減を図るため、大型加工施設整備を計画し、複数の漁

家が共同経営する協業化を支援しています。

○○○○組織体制組織体制組織体制組織体制のののの強化強化強化強化

漁協合併による生産体制の強化を図っています。また、販売体制を強化するため、

合併した共販漁連を中心に、ブランド化の推進等競争力の強化を進めます。

■■■■水産資源水産資源水産資源水産資源のののの回復回復回復回復

○○○○二枚貝類二枚貝類二枚貝類二枚貝類のののの増殖増殖増殖増殖

アサリ等二枚貝資源を回復させるため、大規模に覆砂事業を実施するほか、漁業者

自らがサルボウの稚貝を効率的に定着させる天然採苗やアサリの密殖をさけるため移

植にも取り組んでいます。

○○○○クルマエビクルマエビクルマエビクルマエビ種苗種苗種苗種苗のののの共同放流共同放流共同放流共同放流

有明海沿岸４県が共同して大規模に、クルマエビ種苗の放流を実施しています。

アサリの操業状況
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６６６６ 福岡県西方沖地震福岡県西方沖地震福岡県西方沖地震福岡県西方沖地震によるによるによるによる被害被害被害被害のののの復旧復旧復旧復旧

17年３月20日に発生した福岡県西方沖地震で、本県では広い範囲で被害が生じ、特に福

岡市西区玄界島、西浦周辺や東区志賀島など多くの漁業地域が被害を受けました。被害を

受けた漁港施設や水産業共同利用施設は19年度末までに完全復旧を目指しています。

（（（（１１１１））））水産関係施設水産関係施設水産関係施設水産関係施設へのへのへのへの被害被害被害被害

■■■■漁港漁港漁港漁港

漁港の係留施設、岸壁、物揚場、防波堤などに沈下、傾き、ズレが発生しました。地

震による被害は、県内３市３町の18漁港に及び、被害額は83億４千万円でした。

■■■■水産業共同利用施設水産業共同利用施設水産業共同利用施設水産業共同利用施設

地震による被害は、荷捌き施設等の水産業共同利用施設で29カ所、福岡市中央卸売市

場１カ所、及び魚さい処理施設１カ所の合計31カ所で生じ、被害額は18億４千万円でし

た。

（（（（２２２２））））被害被害被害被害のののの復旧状況復旧状況復旧状況復旧状況

■■■■漁港施設漁港施設漁港施設漁港施設のののの復旧復旧復旧復旧

被災した18漁港のうち18年度までに16漁港で復

旧が完了しました。残る漁港については19年度に

復旧を完了する予定です。

■■■■共同利用施設共同利用施設共同利用施設共同利用施設のののの復旧復旧復旧復旧

被災した共同利用施設については市町と連携し、

18年度までにはほとんどの施設で復旧工事が完了

しました。残る施設については漁港工事との連携

を図りながら、19年度に復旧を完了する予定です。

■■■■漁場漁場漁場漁場のののの回復状況回復状況回復状況回復状況

県は、地震による漁場への影響を把握するため、

玄界島周辺の磯漁場において、地震直後から、継

続的な調査を行っています。陸上部の崩落した岩

が海底に堆積した漁場では、ワカメや小型の海藻

が着生しており、漁場として回復しています。

復旧した志賀島支所漁具倉庫

復旧が進む玄界島

玄界島磯漁場調査の様子
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７７７７ 水産業水産業水産業水産業をををを支支支支えるえるえるえる試験研究試験研究試験研究試験研究のののの推進推進推進推進
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■■■■九州大学九州大学九州大学九州大学とのとのとのとの学術研究交流学術研究交流学術研究交流学術研究交流

県（水産林務部及び農政部）と九州大学大学院農学研究院、大学院生物資源環境科学

府及び農学部は、農林水産業に係る学術研究について相互に連携協力するため、18年７

月７日に学術研究交流に関する基本協定を締結しました。また、農・林・水産の各部門

ごとに、基本協定に基づく覚書も同時に締結しました。

この協定及び覚書の主な内容は、次のとおりです。

①共同研究の推進

②研究者及び学生の派遣・受入

③研究施設・機器並びに研究材料の相互利用

④学術研究資料等の定期的な交換

⑤学術研究交流協議会の開催

水産部門では、18年11月に水産海洋技術センターにおいて第1回学術研究交流協議会

を開催し、九州大学側からは各研究室の教授他18名、水産海洋技術センター側からはセ

ンター所長以下22名が出席し、双方の主な研究課題等の紹介や共同研究課題の提案など

を行いました。

検討の結果、有明海研究所が提案した「有明海における河川水の拡散シミュレーショ

ンによるノリ漁場の効率的利用に関する研究」が共同研究として進められることになり

ました。また、その他２～３の研究課題も共同研究の実施に向けて検討を進めています。

今後とも双方の専門分野を活かした共同研究を推進し、その研究成果を本県の水産業

振興に活かしていきます。

基本協定調印式の様子
（左から山田農政部長、今泉九大大学院農
学研究院長、本田水産林務部長）

第１回水産部門学術研究交流協議会
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８８８８ 施策体系施策体系施策体系施策体系とととと予算予算予算予算

「地域の特徴を活かした水産業の持続的発展」を基本理念とした「福岡県水産振興基本

計画」を策定し、「ｓｅｌｆ～一人一人が自ら創る福岡水産業」を基本テーマとして水産

業振興を展開してます。

平成19年度予算（千円）

安全安全安全安全


